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農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
戸
別
浄
化
槽

事
業
の
使
用
料
金
は
、
こ
れ
ま
で
旧
町
村

の
料
金
体
系
の
ま
ま
で
料
金
に
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
格
差
を
解
消
す
る
と
共

に
経
済
情
勢
の
推
移
に
考
慮
し
、
料
金
の

改
正
を
行
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金

　

平
成　

年
５
月
請
求
分
か
ら
、
水
道
使

１９

用
量
を
も
と
に
使
用
料
金
を
決
定
す
る
従

量
制
に
な
り
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
の
計
算
方
法

﹇
使
用
量
の
算
定
方
法
﹈

�
水
道
水
の
み
を
使
用
の
ご
家
庭

　

水
道
水
の
使
用
量
が
下
水
道
の
使
用
量

に
な
り
ま
す
。

�
水
道
水
と
井
戸
水
等
を
使
用
の
ご
家
庭

　

水
道
水
の
使
用
量
に
世
帯
員
一
人
に
つ

き
１
か
月
３�
を
加
算
し
た
量
が
下
水
道

の
使
用
量
に
な
り
ま
す
。

�
井
戸
水
等
の
み
を
使
用
の
ご
家
庭

　

世
帯
員
一
人
に
つ
き
１
か
月
６�
で
認
定

し
た
量
が
下
水
道
の
使
用
量
に
な
り
ま
す
。

戸
別
浄
化
槽
使
用
料
金

　

平
成　

年
４
月
請
求
分
か
ら
基
本
料
金

１９

及
び
一
人
あ
た
り
料
金
が
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

○
浄
化
槽
使
用
料
金
の
計
算
方
法
（
一
般
家
庭
）

※
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
及
び
戸

別
浄
化
槽
使
用
料
金
は
、
消
費
税
込
み

の
総
額
を
表
示
し
た
も
の
で
す
。

　

実
際
の
請
求
金
額
は
、
各
例
に
基
づ

い
て
算
出
し
ま
す
。（　

円
未
満
切
捨
）

１０

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
及
び
戸
別
浄
化
槽
の
使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

基本料金

１，４７０円１０�まで

超過料金（１�につき）

１４７．０円１１～２０�

１５７．５円２１～３０�

１６８．０円３１～５０�

１７８．５円５１～１００�

１８９．０円１００�超

１，２６０円
基本料金
（戸）

５２５円
一人
あたり
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借主の負担・義務の一般的な例
【敷　　金】
　入居後に家賃の滞納や不注意等による
物件の損害に対する費用の担保として契
約時に借主から貸主に預けいれるもの。
【礼　　金】
　契約時に、契約してもらうことの対価
として支払うものであり返還されないも
の。
【原状回復】
　借主が入居中に故意、過失、不注意そ
の他通常の使用を超えるような使用によ
る損耗・毀損を修繕し元に戻すこと。借
主が借りた当時の状態に戻すことではあ
りません。

≪問い合わせ先≫
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　重要事項の説明内容をよく確認し、説明書と契約書を一緒に保管す
る。特に退居時の負担について確認しておくことが大切。契約時

　貸主・借主双方立会いのもとで、物件の汚れ、キズ、設備状況を確
認し、写真や記録に残しておきましょう。入居時

　重要事項説明書、契約書に定める使用方法（たとえば、「洗濯機の
排水はベランダに流さない」等）を守って使用しましょう。入居中

　双方の立会いのもとで物件の状況を確認し、入居時の写真や記録を
もとに、入居中に発生した損耗の有無・修繕ないし交換の要不要・費
用負担の区分などについて話し合い確認すること。この時も物件の状
況を写真や記録に残しておきましょう。

退居時

　敷金が返還されない、追加請求をされて納得がいかない場合は、家
主に請求費用の明細（内訳）を提示してもらい、退居時の確認と照合
して国土交通省の「原状回復をめぐるトラブルとガイドライン」を参
考によく話し合いましょう。しかし、話合いが合意に至らず解決でき
ないときは、簡易裁判所の小額訴訟制度を利用する方法もあります。

退居後




